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 道しるべ    道徳通信 

上 尾 市 立 太 平 中 学 校 

道 徳 通 信   第 ８ 号 

令和 7 年１月１７日 (金 ) 

発行者 校長 井浦 博史 

                                  日日是好日 

                                      学校事務職員 

  （にちにちこれこうにち、にちにちこれこうじつ、ひびこれこうじつ）等の読み方があります。 

  禅の言葉ですが、有名な言葉なので、漢字を見たり聞いたりしたことがあるかもしれません。 

 

この意味は、言葉通りであれば「毎日が好（よ）い日である」ということですが、そこは禅の言葉な

ので、諸説あるようです。「今日という日は、二度と来ないかけがえのない日である」という説が有名

なようです。 

もしも、この言葉が心に残るのであれば、この言葉は自分のものになるかもしれません。 

私はこの言葉は大人の言葉だなと思います。 

誰かの態度や言葉で、心揺れても、毎日は好い日であると、サラッと流してしまうような、深呼吸の

ような穏やかな言葉のように聞こえます。日々悔いる辛い時間を飛び越えて、明日に向かって、しなや

かに今日を生きること、そう「生きる」ことを指しているように聞こえます。 

誰の心にも事情があり、私も先日近親者を亡くしました。あの日にこの言葉を耳にして、好く生きる

ことの大切さを実感しました。   

 

 

 

 

 

 

これらの言葉は「育ての心」倉橋惣三氏によって残された言葉です。ただ、小さな子供に対してなら、

これはおとなが気をつけるべき心構えですが、対等ならどうでしょう。 

心に余裕がないとき、優しくなれないこともあります。相手に対して決して悪意等ないのにふとした

視線、ふと出る言葉が、漂う空気が、大事なひとを傷つけるかもしれません。とげを発する自分と、と

げに刺される自分と、どちらの自分もなりうるのです。 

私たちはとげにさらされながら、今を生きています。鋭敏に感じる日、鈍感に感じない日、でも、せ

めて、とげを見つけたら、抜いてあげたいと感じる自分でありたいと思います。 

「たかが、とげ。されど、とげ。」 

                                                                     

                                            魔法のことば 

                                               学校事務職員 

「五十にして天命を知る」という孔子の言葉があります。（中国の思想家） 

50 歳になって天から与えられた使命がわかるようになるという意味です。この言葉には前後の話があり、

「十五にして学に志す」...からはじまり三十、四十、五十、六十、七十までの教えがあります。孔子の死後

に弟子たちがたくさんの教えをまとめてつくった、人としての生き方を学べる論語書は、多くの日本の偉人

たちも愛読しています。 

 ちなみに、「15 歳にして学に志す」とは単に学業のことだけではなく、何かを自分自身で学ぶことを続

けていくことが大切である、と私なりに解釈をしてみましたが、皆さんはどう思いますか？ 

 太平中学校に勤務するようになり、生徒たちから「こんにちは」と挨拶されるようになりました。その言

葉は、私を一瞬で笑顔にさせてくれます。口に出して言うことは簡単なようで、小学生の時にはできていた

ことも、中学生になると照れくさくなります。 

 好きな先生、苦手な先生、好きな友達、苦手な友達、楽しいこと、嫌なこと、成功したこと、失敗したこ

となどの経験やコミュニケーションも繊細に感じてしまうお年頃です。 

 まだまだ皆さんには 50 歳は先の話ですが、同じ花を見ても人それぞれの思いや感じ方が違うように、同

じ話を聞いても人それぞれ言葉の受けとめ方も違います。顔や性格が同じ人はいないし、それぞれの成長す

るスピードは違っても誰にでも未来は待っています。 

 孔子の言葉のように、「十五にして学に志す」・・・何かを学び続けていく、何をするかは人それぞれ違

うかもしれないけれど、人を笑顔にできる挨拶だって魔法のことばになるのだから、これからも挨拶を続け

られる人であり続けてほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい箸の持ち方 
                                    スクールサポートスタッフ 

みなさんは正しい箸の持ち方ができていますか？現在、私の子供は箸の持ち方を絶賛練習中です！箸と

箸の間に中指を添えずに食事をしている姿を見ては「中指が箸の間から出ていないよ。少し出してね。」

と毎日声を掛けて練習しています。小さい頃はみなさんも箸の練習をしていましたか？もはや懐かしい記

憶になりますね。 

正しく箸が持てると食べ物を落とすことが少なくなり、使用している時の見た目も美しいですね。若狭

塗箸を知っていますか？福井県小浜市の伝統工芸で貝殻や卵殻を装飾した箸です。若狭塗は４００年以上

の歴史があるそうです。 

箸食は中国、韓国、日本、台湾、シンガポール、ベトナム、タイなどの国々ですが箸のみを使用する国

は日本だけのようです。箸は日本食になくてはならない存在ですね。 

先日ネットニュースで石破総理大臣の記事を読みました。箸の持ち方、食事のマナーを問う内容でした。

食事中ですが自分で思っているより人に見られていることにびっくりするとともに、石破総理大臣の悪い

印象まで受けてしまいました。箸の持ち方１つで人の印象まで変えてしまうなんてとても勿体ないことで

すね。昔より多様化な世の中になりましたが、今も昔も小さい子供から大人まで正しい箸の持ち方が大事

だなと考えるきっかけになった出来事でした。 

友達や家族と一緒に食事をする時、間違った箸の持ち方をしていても教えてくれる人はもういないかも

しれません。そのような時は自分で心掛けてみることができます。もう一度、正しい箸の持ち方ができて

いるか確かめてみてほしいと思います。 

 

学校をきれいにしよう 学校用務員  


